
海の上に海の上に
大きな風車が大きな風車が
立っているぞ！立っているぞ！

石狩湾に立ち並ぶ大きな風車。タワー
のてっぺんにある、発電機の入ったナ
セルまでの高さは約112mある。タワー
の中にはエレベーターがあって、上に
登ることができる。点検やメンテナン
スのときに、作業スタッフを運ぶのに
利用されているよ。（写真提供／ JERA）

今
こん

回
かい

エレキくんがやって来
き

たのは、北
ほっ

海
かい

道
どう

の石
いし

狩
かり

市
し

と小
お

樽
たる

市
し

の間
あいだ

にある石
いし

狩
かり

湾
わん

新
しん

港
こう

だ。この海
うみ

の上
うえ

に2024年
ねん

1月
がつ

に完
かん

成
せい

したのが石
いし

狩
かり

湾
わん

新
しん

港
こう

洋
よう

上
じょう

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

。ここは、日
に

本
ほん

で初
はじ

めて出
しゅつ

力
りょく

8000kW
という大

おお

型
がた

風
ふう

車
しゃ

を採
さい

用
よう

した、国
こく

内
ない

最
さい

大
だい

級
きゅう

の洋
よう

上
じょう

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

だ。その特
とく

徴
ちょう

は、風
かぜ

を受
う

けて電
でん

気
き

を
つくる風

ふう

車
しゃ

が海
うみ

の上
うえ

に立
た

てられていること。風
ふう

車
しゃ

は 全
ぜん

部
ぶ

で14基
き

あ る の で、 総
そう

出
しゅつ

力
りょく

は11万
まん

2000kWと な る。 こ れ は、 一
いっ

般
ぱん

の 家
か

庭
てい

8万
まん

3000世
せ

帯
たい

が使
つか

う量
りょう

にも相
そう

当
とう

する電
でん

力
りょく

だ！
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左から、JERA Nex bp Japanの伊
い

澤
ざわ

始
はじめ

さん、グリーンパワーイン
ベストメント 石狩湾新港洋上風力発電所の石

いし

井
い

靖
やす

広
ひろ

所長と辻
つじ

大
ひろ

也
や

さん。洋上風力発電所の役割や、風を利用してつくった電気が、変
電所を経て、外へ送り出されるまでを詳しく説明してくれたよ。

　自
し

然
ぜん

にある風
かぜ

の力
ちから

を利
り

用
よう

して電
でん

気
き

をつくるのが
風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

です。それを陸
りく

上
じょう

ではなく、海
うみ

の上
うえ

で行
おこな

うのが洋
よう

上
じょう

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

。国
こく

土
ど

が狭
せま

く、四
し

方
ほう

を海
うみ

に囲
かこ

まれた日
に

本
ほん

では、広
ひろ

い海
かい

域
いき

を活
かつ

用
よう

できる洋
よう

上
じょう

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

の大
おお

きな可
か

能
のう

性
せい

が期
き

待
たい

されています。冬
ふゆ

の時
じ

期
き

に強
つよ

い季
き

節
せつ

風
ふう

が吹
ふ

く、日
に

本
ほん

海
かい

側
がわ

の北
ほっ

海
かい

道
どう

から東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

、北
ほく

陸
りく

地
ち

方
ほう

にかけての地
ち

域
いき

や、西
にし

日
に

本
ほん

から
九
きゅう

州
しゅう

の北
ほく

部
ぶ

、五
ご

島
とう

列
れっ

島
とう

などが適
てき

しています。北
ほっ

海
かい

道
どう

の石
いし

狩
かり

湾
わん

もそのような場
ば

所
しょ

のひとつ。海
うみ

の上
うえ

は
平
たい

らでさえぎるものもなく、陸
りく

地
ち

よりも安
あん

定
てい

した
強
つよ

い風
かぜ

が得
え

られます。
　ただし、石

いし

狩
かり

湾
わん

が発
はつ

電
でん

所
しょ

の場
ば

所
しょ

に選
えら

ばれたのに
は、風

ふう

車
しゃ

を回
まわ

すのに適
てき

した風
かぜ

が吹
ふ

くからだけでは
ありません。大

だい

都
と

市
し

である札
さっ

幌
ぽろ

に近
ちか

く、電
でん

気
き

を送
おく

る設
せつ

備
び

を整
ととの

えやすいことや、漁
ぎょ

業
ぎょう

関
かん

係
けい

者
しゃ

など、地
じ

元
もと

の人
ひと

たちや企
き

業
ぎょう

の理
り

解
かい

と協
きょう

力
りょく

が得
え

られたことも

海の上の発電所

大
おお

きな力
ちから

となって、建
けん

設
せつ

の後
あと

押
お

しをしたのです。
　石

いし

狩
かり

湾
わん

新
しん

港
こう

洋
よう

上
じょう

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

の風
ふう

車
しゃ

は全
ぜん

部
ぶ

で14
基
き

あります。海
かい

面
めん

からタワーのてっぺんにあるナ
セルまでの高

たか

さは約
やく

112m、風
かぜ

を受
う

けて回
かい

転
てん

する
ローターの直

ちょっ

径
けい

は約
やく

167mあり、全
ぜん

体
たい

の高
たか

さは約
やく

196mにもなります。そして、1基
き

の出
しゅつ

力
りょく

は
8000kW。この大

おお

きさの風
ふう

車
しゃ

は、風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

の盛
さか

んな中
ちゅう

国
ごく

やヨーロッパなどでは、数
かず

多
おお

く設
せっ

置
ち

され
ている例

れい

があります。しかし、日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

では陸
りく

上
じょう

風
ふう

力
りょく

が主
しゅ

力
りょく

だったため、2000kWから5000kW
の風

ふう

車
しゃ

が多
おお

く、洋
よう

上
じょう

専
せん

用
よう

の大
おお

型
がた

風
ふう

車
しゃ

を採
さい

用
よう

したの
はこの発

はつ

電
でん

所
しょ

が最
さい

初
しょ

になります。

ローター直径
約167m

ハブ

風

海

海底

メンテナンス用
エレベーター

ジャケット
（基礎）

ブレード

発電機

ナセル

タワー

着船用
設備

約112m

約196m

さっぽろ
テレビ塔　
全高144m

つくられた電気は海底ケーブル
を通ってプロジェクト変電所に
送られる

約3km

洋上風力
設備

約1.5km

海底ケーブル

洋上・陸上接続部

西札幌変電所

メンテナンス倉庫

プロジェクト変電所
（蓄電池・変電設備）各設備は

地下ケーブルで
つながっている

各設備は
地下ケーブルで
つながっている

海海
石狩湾新港洋上風力発電所では、海の上の風車でつくられた
電気を、プロジェクト変電所（蓄電池・変電設備）へ運び、
一時的にためておく。そして、必要に合わせてプロジェクト
変電所から北海道電力ネットワークの変電所（図では西札幌
変電所）を通じて外部へ送り出される。海底ケーブルがルー
プ状に敷設してあるのは、万が一片側で事故などがあって使
えなくなっても、逆方向からの送電を可能にするためだ。

風車は、スペインのシーメンス・ガメサ・リニューアブル・エナ
ジーという会社がつくったもの。日本で、これだけ大型の風車が使
われるのは初めてだ。ブレードの長さは82m、重さは34tもある
けど、毎秒3mから5mくらいの風があれば発電を開始することが
できる。これは、自転車で走るときに感じるくらいの風の強さだ。
ナセルは風向きによって回転、風が吹いてくる方向を向く。海面か
らの高さは、札幌にあるさっぽろテレビ塔よりも高い。
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電気工学のことをわ
かりやすく解説して 
いるコーナーをはじ
め、電気の現場で働
く人や研究者のイン
タビューも充実！　ぜ
ひチェックしてみてね。 パワーアカデミー 検索

パワーアカデミーのWEBサイトでパワーアカデミーのWEBサイトで
電気工学を学ぼう！電気工学を学ぼう！地域の風を

電気に変える
ことができるっ
てすごいね

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

の風
ふう

車
しゃ

は形
かたち

がシンプルだから、遠
とお

く
から見

み

てもよくわからないけど、近
ちか

くで見
み

る
とその大

おお

きさにびっくりする。でも、石
いし

狩
かり

湾
わん

新
しん

港
こう

洋
よう

上
じょう

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

の風
ふう

車
しゃ

は、国
こく

内
ない

最
さい

大
だい

級
きゅう

のサイズだ。出
しゅつ

力
りょく

が大
おお

きい
だけじゃなくて、大

だい

容
よう

量
りょう

の蓄
ちく

電
でん

池
ち

といっしょに使
つか

うことで、
安
あん

定
てい

した電
でん

気
き

を送
おく

り出
だ

せるようになるのがすごいね。この
組
く

み合
あ

わせは、太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

でも同
おな

じように使
つか

うことができ
るから、これからはこの方法で、もっとたくさんの再

さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーを利
り

用
よう

できるようになるといいな。

　石
いし

狩
かり

湾
わん

新
しん

港
こう

洋
よう

上
じょう

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

では、風
ふう

車
しゃ

が回
かい

転
てん

す
るエネルギーで、ナセルの内

ない

部
ぶ

にある発
はつ

電
でん

機
き

を動
うご

かして電
でん

気
き

をつくります。そして、つくった電
でん

気
き

は海
かい

底
てい

ケーブルを通
とお

って、陸
りく

上
じょう

にあるプロジェク
ト変

へん

電
でん

所
しょ

に運
はこ

ばれます。しかし、電
でん

気
き

はそのまま
外
がい

部
ぶ

へ送
おく

り出
だ

されるのではありません。
　電

でん

気
き

は、使
つか

う量
りょう

に合
あ

わせてつくるのが望
のぞ

ましい
のですが、風

ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

のいちばんの課
か

題
だい

は、つくる
量
りょう

を自
じ

由
ゆう

にコントロールできないこと。風
かぜ

が弱
よわ

く
ても、強

つよ

すぎても電
でん

気
き

をつくることはできません。
　そこで、この問

もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

するために設
せっ

置
ち

された
のが、大

だい

容
よう

量
りょう

の蓄
ちく

電
でん

池
ち

です。風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

でつくった
電
でん

気
き

を一
いち

度
ど

、蓄
ちく

電
でん

池
ち

にためておき、必
ひつ

要
よう

に合
あ

わせ
て送

おく

り出
だ

すのです。こうすることで、安
あん

定
てい

した、
質
しつ

のよい電
でん

気
き

をいつでも使
つか

うことができます。プ
ロジェクト変

へん

電
でん

所
しょ

には、大
おお

きなリチウムイオン蓄
ちく

安定した電力をつくる 電
でん

池
ち

のユニットが42台
だい

設
せっ

置
ち

されています。
　日

に

本
ほん

では、本
ほん

格
かく

的
てき

な洋
よう

上
じょう

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

はまだ始
はじ

まっ
たばかりですが、石

いし

狩
かり

湾
わん

新
しん

港
こう

洋
よう

上
じょう

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

のよ
うな、大

おお

きな施
し

設
せつ

が増
ふ

えることで、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネ
ルギーの割

わり

合
あい

が高
たか

まり、CO2を出
だ

さない社
しゃ

会
かい

に近
ちか

づいていくことでしょう。

　風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

の風
ふう

車
しゃ

を建
た

てるためには、土
ど

台
だい

を海
うみ

に
浮
う

かべる方
ほう

法
ほう

など、いくつかのやり方
かた

があります
が、石

いし

狩
かり

湾
わん

新
しん

港
こう

洋
よう

上
じょう

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

では、ジャケット
式
しき

の基
き

礎
そ

が採
さい

用
よう

されています。この方
ほう

法
ほう

は、まず
鉄
てつ

でできた4本
ほん

の杭
くい

を打
う

ち込
こ

みます。そしてその
上
うえ

にジャケットを載
の

せ、タワーの基
き

礎
そ

（左
ひだり

上
うえ

写
しゃ

真
しん

の下
した

の部
ぶ

分
ぶん

）とするものです。石
いし

狩
かり

湾
わん

の海
うみ

の深
ふか

さ
が15mから30mくらいと水

すい

深
しん

が浅
あさ

く、砂
すな

地
ち

であ
ること、日

に

本
ほん

での基
き

礎
そ

構
けん

造
ぞう

物
ぶつ

としての実
じっ

績
せき

から、
ジャケット基

き

礎
そ

が採
さい

用
よう

されました。
　石

いし

狩
かり

湾
わん

新
しん

港
こう

の海
かい

岸
がん

線
せん

から、いちばん近
ちか

い風
ふう

車
しゃ

ま
での距

きょ

離
り

はおよそ1.6km。こんな巨
きょ

大
だい

な風
ふう

車
しゃ

を海
うみ

の上
うえ

にどうやって立
た

てたのでしょうか。そこで活
かつ

躍
やく

したのが、巨
きょ

大
だい

なクレーンを搭
とう

載
さい

した、世
せ

界
かい

最
さい

大
だい

級
きゅう

といわれるSEP（Self-Elevating Platform 
=自

じ

己
こ

昇
しょう

降
こう

式
しき

作
さ

業
ぎょう

台
だい

）船
せん

です。その特
とく

徴
ちょう

は、船
ふね

の底
そこ

から海
かい

底
てい

に届
とど

く長
なが

い4本
ほん

の足
あし

を出
だ

し、船
せん

体
たい

を海
うみ

の

海の上に風車を建てる 上
うえ

まで持
も

ち上
あ

げて固
こ

定
てい

できること。こうすること
で、波

なみ

の影
えい

響
きょう

を受
う

けることなく、正
せい

確
かく

な作
さ

業
ぎょう

がで
きるのです。風

ふう

車
しゃ

は、いくつかのパーツに分
わ

けて、
この船

ふね

に積
つ

みこみ、海
うみ

の上
うえ

で組
く

み立
た

てました。

地下地下

風車風車

海海

海底ケーブルで電気を送る海底ケーブルで電気を送る

プロジェクト変電所

●発電所が独自に建設

●電力系統への影響を抑えるため蓄電池を保有

変電設備 充電

放電 蓄電池

地下ケーブルで電気を送る地下ケーブルで電気を送る

ネットワークを
活用した監視

電力系統
一般家庭や工場などの需要家

プロジェクト変電所に設置された蓄電池の容量は18万kWh。
ちょっとイメージしにくいけど、家庭用の蓄電池の容量が10kWh
くらいだから、ものすごく大きいことがわかる。この変電所では風
車でつくった電気を送電のために整える。（写真提供／ JERA）

発電所の運転は離れた場所から遠隔操作で行うが、風車のメンテナ
ンスは作業スタッフの手で行われる。船でジャケットの下まで行
き、タワーの上に登るときは専用のエレベーターを使う。人間と比
べると、その大きさが分かるかな？ 

風車に取り付けられた発風車に取り付けられた発
電機でつくった電気は、電機でつくった電気は、
海底ケーブルと地下ケー
ブルを通って、陸地にあ
るプロジェクト変電所に送
られる。しかし、そこから
すぐに外へ送られるので
はなく、変電設備を通っ
て、一度、変電所内の大
容量蓄電池にためられる
（充電）。そして、必要に
応じ、再び変電設備を通っ
て外部に送られ（放電）、
北海道電力ネットワークの
西札幌変電所から、管内
の一般家庭や工場などに
送り出されていく。

ジャケット基礎の上に建てられたタワーは、いっけん不安定そうに
見えるが、激しい風や波に強いつくりになっている。複雑な形をし
たこれだけのものを組み立てて、海の中にまっすぐに建てるために
は、高い技術力が必要なのだ。

送電のしくみ
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